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1．研究背景 

近年,動画投稿サイトやコミュニケーションツ

ール上で,キャラクターに成りきるという楽しみ

方が注目されている.しかし,姿は自由に変えら

れても声は本人の声のまま,ということが多い.

そこで,テキスト読み上げソフトに使われている

声に自分の声を変換することが出来ればその音

声を提供できる場が広がると期待できる. 

そこで,機械学習を用いた声質変換で音声を異

性や特定人物の物に変換しようと考えた.声質変

換とはある音声に含まれる声質を他の声質に変

換する技術である. 

既存の声質変換については[1]にまとめられて

いる.最近ではそれに加えて機械学習を用いた試

みも多く,例えば[2]などがある.これらの手法で

は複数の話者が同じ内容を話しているペア音声

が大量に必要になる.しかし,音声データを大量

に用意するには時間がかかり,二人分の音声デー

タセットを集めたとしてもそのデータセットは

本人の声質変換にしか使えない.気軽に別人の声

になることはできず,準備に時間がかかってしま

うというのは大きな問題だと考える.テキスト読

み上げソフトで音声データを集め,多対一声質変

換に利用できれば,使用者の音声データを集める

必要なく,使用者の音声の抑揚や感情をテキスト

読み上げソフトの声で再現できるのではないか

と考えた. 

2．提案手法 

本研究では,人間の音声をテキスト読み上げソ

フトに使用されている声に変換することを目的

とし,データセットの作成に時間のかかる人間の

音声も読み上げソフトで代用する方法を提案す

る. 

 複数の機械音声をターゲット音声に変換す

る学習を行い（図 1）,それによって得られた学

習モデルを使用して話者本人の音声をターゲッ 

ト音声に変換する（図 2）. 

 

 

 

 
図 1 学習のイメージ 

 

 
図 2 実際に行う変換 

 

今回は日本声優統計学会が公開している音素

バランス文[3]からテキスト 100 文を用意した.そ

れをテキスト読み上げソフトで音声データにす

ることで学習を実行し,そこで作られた学習モデ

ルを使い声質変換を行った. 

3．評価実験 

3.1 実験方法 

テキスト読み上げソフトは女性音声が男性音

声に比べて手に入りやすかったため,複数の女性

音声で学習データを作成し,その学習データを用

いて音声を変換した場合の変換結果を評価する.  

今回,声質変換を行うための学習用音声を集め

るために三つのテキスト読み上げソフトを用意

した.一つを変換目標となるターゲット音声とし,

パラレルデータを集める音声としてターゲット

音声とそれ以外の二つを用い,ピッチを下げるこ

とでデータの量を増やし音声バランス文 100文五

つ分,計 500 文の音声データを作成し学習モデル

を作成した. 

作成したモデルを用いて,男性音声(評価音声

1),女性音声（評価音声 2）,学習に使用していな

い読み上げソフト（評価音声 3）,学習に使用し

た読み上げソフト（訓練音声）の四つの音声で

「こんにちは」と発話し音声を変換する.  

変換方法として,音声を基本周波数,スペクト

ル包絡,非周期性指標の 3つに分解して,調整する
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ことで,音声変換を行う. 

 

3.2 実験結果 

変換したデータとターゲット音声データの類

似度を定量的に評価するためにメルケプストラ

ム歪み(Mel-cepstral distortion:MelCD）[dB]と

いう指標を用いる.  

音声は何を話しているかを表す音韻情報と声

のピッチやパワー,リズムを表す韻律情報に分け

られる. メルケプストラム歪みとは,音韻情報を

要素数の少ない音響特徴量として表現する際に

使用されるメルケプストラム[4]という音響特徴量

がどのくらい離れているかを表す数値である. 
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ここで，𝑚𝑐𝑑
𝑐𝑜𝑛𝑣,𝑚𝑒𝑑

𝑡𝑎𝑟は変換メルケプストラ

ム，目標メルケプストラムにおける d次元目の特

徴量を表す．MelCD の値が小さいほど,近い声で

あるといえる.メルケプストラム係数を比較する

にあたって今回は,24 次メルケプストラム係数を

使用した. 

表 1 に各評価音声の変換前 MelCD と変換後

MelCDを纏めた.  

 

表 1 各評価音声の MelCD 

 

変換音声 

平均 MelCD[dB] 

変換前 変換後 

訓練音声 19.1 16.0 

評価音声 1 45.0 31.5 

評価音声 2 45.9 30.8 

評価音声 3 14.9 20.1 

 

4．考察 

データセットの作成に関して,音声データを集

めるにあたり, 今回使用した音素バランス文 100

文を用意する場合,誤読せずに読み上げるだけで

11 分ほどかかってしまう.さらに,録音機材の操

作や誤読,環境音の混入,録音データの確認があ

り実際の録音にはかなりの時間がかかってしま

う.テキスト読み上げソフトを使用することで自

分の声を録音することに比べ大幅に時間短縮す

ることができた.表 1より評価音声 3以外は MelCD

が低くなりターゲット音声との差が小さくなっ

ていることがわかる.評価音声 3 について平均

MelCD は増加しており正しく変換できていない.

しかし,図 4 の評価音声 3 の MelCD を時間ごとに

比較してみると一部を除き MelCDが変換前より下

がっていることがわかる. 以上の結果から本手法

で学習データにない音声でもターゲット音声に

変換することは可能だと考えられる. しかし,学

習用データが少ないため精度が上がらず,誰の声

でも変換できるという目標は達成できなかった. 

 主観的評価としては,変換後音声は言葉の発

音などは問題なく聞き取れるが,変換後音声とタ

ーゲット音声を聞き比べた場合,ターゲット音声

の声質に近づいてはいるが同じ声質とは感じず,

変換の精度が足りないと考えられる. 

 
図 4 MelCD 時間変化 

5．まとめ 

 本研究では声質変換を用いて気軽に別人の声

に変換することを目的とし, 音声データを録音

する代わりにテキスト読み上げソフトで音声デ

ータを集め,多対一声質変換を行う手法を提案し

た. 

 今後の課題として学習データの充実と精度の

向上,男性用の音声データの収集が考えられる. 
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